
 

令和２・３年度実施地方創生推進交付金事業 令和３年度検証結果 
（※検証期間２年間２年目） 

事業の名称 令和３年度太陽の村冒険遊び場キッズバイクパークを核とした交流人口拡大事業 

事業担当課 農政課 

事 業 内 容 

太陽の村のキッズバイクパークとしての認知度を高めるため、体験講習会や近県規模のレース大会をメーカー等と連携して開催する。

併せて、訪れた利用者に対し、太陽の村や町内の資源を活用した里山ビジネス事業、里山ハイキング等を新たなサービスとして提供

し、町の魅力を知っていただくことで、定期的に柴田町に訪れて貰う機会を増やすことを目指す。 

 総事業費 国負担分 町負担分 

拠点整備交付金 0 円       0 円       0 円       

推進交付金 3,700,000 円       1,800,000 円       1,900,000 円       

計 3,700,000 円       1,800,000 円       1,900,000 円       

 

事 業 内 訳 関連事業など（※町負担分は地方交付税で措置されます） 
 
■令和２年度太陽の村冒険遊び場キッズバイクパークを核とした交流人口拡大事業 
１．キッズバイク体験講習会             ・・・・・   480,000 円 

キッズバイク利用者の底辺拡大と施設のＰＲを兼ね、町内外の幼児施設へ周知を行う。 

２．太陽の村ステージ（ストライダーエンジョイカップ ）・・・・・ 3,300,000 円 

  キッズバイクメーカー等と連携して大会を実施。   

３．交流人口拡大促進事業               ・・・・・   420,000 円 

  キッズバイク関連で訪れた利用者が、グリーンツーリズム事業や里山ビジネス事業等への参加を

促すため、関係者の連携体制の確立とメニューの開発。 

 

■令和２年度 

１．太陽の村冒険遊び場整備事業補助・・・・・1,400,000 円 

  キッズバイクパークの維持管理、貸出遊具等の購入ほか 

 

 

 

 

 

 
■令和３年度太陽の村冒険遊び場キッズバイクパークを核とした交流人口拡大事業 

１．太陽の村ステージ（ストライダーエンジョイカップ）・・・・・ 3,000,000 円 

  キッズバイクメーカー等と連携して大会を実施し、施設の認知度向上を目指す。 

  大会運営費、会場設営費、スタッフ諸経費、機器使用料等を含む。 

  多くの参加者を招集し、利用者の定着（リピーター）と交流人口の拡大を目指す。 

２．交流人口拡大促進事業               ・・・・・・ 700,000 円 

  キッズバイク等で訪れた利用者が、グリーンツーリズムや里山ビジネス等、他のコンテンツへの

参加を促すため、関係者の連携体制の構築とメニュー開発の促進を図る。 

 

 

 

■令和３年度 

１．太陽の村冒険遊び場整備事業補助・・・・・・37,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料２ 



 

 

＿ 

 

 

■令和４年度（予定） 

１．都市と農村の交流人口拡大事業・・・・・1,147,000 円 

２．太陽の村大型遊具設計測量委託料・・・・・645,000 円 

 

 

ＫＰＩ 年度 
事業開始前 

（Ｒ１） 

Ｒ２年度実績 

（１年目） 

Ｒ３年度実績 

（２年目） 
Ｒ３年度実績値の要因等 

太陽の村 事業収入（千円） 

（宿泊、ﾚｽﾄﾗﾝ、障がい者施設他） 

上段／目標 

下段／実績 

 

17,558 

18,308 

14,878 

 19,058 

   16,020 

キッズバイクパークの有料営業開始などから前

年比増となったが、コロナ禍の影響により目標に

は届かなかった。 

太陽の村 入込み客数（人） 

（施設利用者、遊具利用者） 

上段／目標 

下段／実績 

 

22,367 

23,867 

25,612 

25,367 

34,360 

木育遊びの部屋（R3.7 月から）の利用者の皆増。

宿泊利用、ふわふわドームの利用者は前年比増と

なったが、キッズバイクは無料開放期間が終了し

有料営業となったため減となった。 

体験交流イベント参加者数（人） 
上段／目標 

下段／実績 

 

0 

50 

20 
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236 

新型コロナウイルス感染拡大防止に努めな

がら、キッズバイクの大会（ストライダーエ

ンジョイカップ）里山森林体験ツアーなど

の体験会を開催し参加者が増加した。 


